




る集団が居住した集落であろう。 階で詳細な点が明確になるであろう。

ただし集落内を流れる該期の流路に人工的な規制の痕

跡はみられず、いわゆる方格地舗を施行していたとは

判餅し難い。現況で確認できる神崎郡条里方位に軸を

合わす建物跡は当遺跡でも10世紀代以降のものであり、

この段階でさらに新たな集落再構成が行われたと判断

される。

横受遺跡は古代史上の変革に対し、逐一敏感に反応

したことを読みとれる良好な農耕集落遺跡である。

(能登川町教育委員会植田文雄)

積は約10，000mで、古墳調査部は約6，000m2で、ある。

この地は塚原古墳群と呼ばれ、今回水田下より 21基

の古墳、オニ坑墓 2基、溝、落ち込み等の遺構が検出さ

れた。その中の古墳群について述べると、すべて主体

部は割平されており、若室の基底部に 1~3 段の石積

みが残帯していた。規模としては、直後約10mの古墳

で、石室は 3mX2m程度のものが中心で、玄室入口

部が踏段状になっているものもある。

次に、出土遺物に関してであるが、ほとんどが須恵

器で、謹や杯、高杯、蓋、臨が出土、その他には、馬

呉、鉄製品、管玉等があった。その中で注目すべき点

として、装飾付抱がある。口径15.4cm、高さ24cmのも

ので、脚部に透かしを 3方向にもっている。属部に 4

羽の鳥形の装飾(抽象的)が施されている。鳥のサイ

ズはほぼ同じだが、全長 6cm、高さ5.5cmが最大のもの

になる。抱は石室の一角から他の須恵器類と一緒に出

土しており、周囲の石室と比較しでも、大きさ等極端

に変化はない。

しかし、石室の形態、装飾付地の出土から、この古

墳群に関して、「渡来系jとの関連がうかがわれるので

はないだろうか。このことは、今後整理調査の進む段

全景

北落古墳群は犬上J11左岸の購状地に立地する後期古

墳群である。当地問辺の犬上川左岸部は多寅町楢u埼吉

墳群@甲良町正楽寺古墳群@同池寺古墳群@伺塚原古

墳群。同栗林古墳などの横穴式石室を内部主体とする

後期吉墳群が集中する地域である。北寄古墳群は戦前

には墳丘を残す古墳が数10基存在したようであるが、

戦後の開墾によってほとんどのものが墳丘を削平され、

また石室材の採取を受けている。墳丘が現砕するもの

と、平成 3年度までに実施された発掘調査で発見され

たものとを合わせて、これまでに20基程の古墳が確認

されている。今年震は県営ほ場整備事業に伴い約8，000

m2を対象に発揚調査を行っており、 6世紀後半代の古

墳12基がみつかっている。主体部が確認できたものは

8基で、片袖式の横穴式石室のものと、ノト芯室のもの

とがある。玄室床留には探が敷きつめられており、朱

が散布されているものもある。古墳出土遺物には須恵

器や、刀子あるいは錨とみられる鉄片などがあるが、

釦がまったく出土しないのが特徴的である。

当選跡は従来、後期古墳群として周知されていたが、

今回の調査では、ほかに様々な時期の遺構や遺物が出

土している。まず現在の北落集落の東側から国道307号

線にかけての付近からは、縄文土器片や石鉱・叩き石

類@サヌカイト剥片などが広い範囲から出土する。土

器には後期の宮滝式や晩期の凸帯文系のものがある。

弥生時代の遺構としては前期の溝や土坑がみつかって

いる。古墳時代の生活遺構には前期の竪穴住躍がある。

また、北落集落の西側を中心に 9~10世紀代の摺立柱

建物集落がひろがっていることも明らかとなった。

(例滋賀祭文化財・保護協会 平井英典)

墳丘を高IJ平された古墳
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遺跡検出例に酷似する。

第III期は、古墳時代

初頭。過去の調査例と

合わせて約170mに及

ぶ環濠を検出し、水辺

の祭記遺構と擁立柱建

物を確認した。

水辺の祭杷遺構は、

絹 1m、長さ 8mの舟

形を呈した土坑で、先

の環濠に産交した形で

結合する。遺構内から

古墳時代初顕の掘立柱建物 は、庄内期新相に併行

する土器群と、多量の木製品(傘骨@刀形。平鍬@二

@三又鍬@大足など)、モモの種子、焼土が出土し

た。傘骨は、ミニチュアの蓋(きぬがさ)で、近江八

幡市出町遺跡@守山市石田三宅遺跡@彦根市松原内海

遺跡についで、県内 4例日の出土である。木製品の多

くは、使用痕が確認できず、祭礼に使用されたものと

推測される。

擁立柱建物は、 3棟が確認されており (SB02 0 S 

B03. S B04)、棟持柱を持つものや、布掘り掘形を持

つものがある。

第W期は、平安時代前期。古墳時代の生活遺構面を

整地して、条盟水田が構築される。水田は短冊形で、

一反ごとの畦畔遺構を検出した他、一部で畦畔に平行

する溝が確認され、「堀田(ほりた)J構造を呈するこ

とが判明した。

今国の調査で中心となる遺構は、第III期(古墳時代

初頭)のもの。町内で確認されている「南北1.5kmo東

西 1km規模の環濠jに接する「祭舵区jと推鴻される。

これに伴う一般集落は、北東500mに位遺する顔戸(ご

ど)遺跡と考えられる。

(近江町教育委員会 宮崎幹也)

21. 2番霞に古い巡礼札が出土
おおいぬ おおだつみ

長浜市大成亥@大辰巳町 鴨田@大成亥遺跡

長浜新J11改修工事に伴う第 4次調査にあたり、 i鶴

田@大成亥遺跡がその対象地区であるが、これまでの

調査で鴨田遺跡は弥生時代後期から吉墳時代にかけて

の大集落跡として周知され、その時期の多量の土器@

木製品が出土している。また、 12• 13世紀の条里平行

の溝状遺構、掘立柱建物が確認されている。

今年度の謂査では、弥生時代前期の沼沢地、弥生時

代中期~後期の方形周溝墓@溝、奈良時代の竪穴住居、

平安時代の掘立柱建物@井戸と沼沢地、鎌倉~室町時

代の掘立柱建物@井戸@溝などが穫認でき、遺物は弥

生土器@土師器@須恵器@灰粕陶器が出土している。

なかでも注目されるのは中世の遺構商で検出された

復元径約104cm、深さ約28cmの土坑から出土した西層三

十三所巡礼札である。

巡礼札は最大長21.4cm.I福4.4cm.摩さ0.5cmの板材・

を上部は三角形に、下部は水平に切りだしたもので、

中央に i(党字)三十三所巡礼翌三人j、右脇に「長州

住j、左脇に年紀の墨書があり、「宝徳田年jと読める

可能性が高く、 1452年が相当する。現存する巡礼札と

しては兵庫県姫路市の広峰神社の文安 5年 (1448)銘

の札についで二番目に古いと判断される。その内容か

ら巡礼者が行者的性格を持つ「聖Jで、 3人が伺行し、

その出身も長門国(山口県)であることがわかる。巡

礼地外からの出土品としては初例で、しかも集落内の

廃棄的性格の強い土坑からの出土であり欝れ方などか

ら、故意的に廃棄された可能性が強い。このよう出土

状況は本来、寺院に奉納されるはずの札がいかなる経

緯で、また、いかなる理由で集落内の土坑に投棄され

たのかなど巡礼の社会的背景や西国三十三所巡礼の歴

史を探る上で貴重な発見といえよう。

(糊滋賀県文化財保護協会 吉田秀則)

鎌倉@室町時代の寺院跡として周知されている神宮

寺遺跡から、古墳時代の遺物を多量に含む)11跡、が検出

された。神宮寺遺跡は、浅井氏の菩提寺である徳勝寺

と生駒神社の東に広がる遺跡で、生駒神社の神宮寺の

推定地である。今回、民間開発に伴い、開発区域全域

(約10，000m2) で平成 4年 3月に確認調査が実施され

たが、寺院跡は確認されず、開発区域の北半で古墳時

代の川跡が確認された。 JII跡は、東半に遺物が集中し

完形の土器が多いのに対し、西半は細かい破片が出土

するのみであった。

本調査は、平成 4年 5月から約 4ヵ月間にわたって

実施され、川跡の他に土坑4基と倒壊建物が検出され

た。J11跡は、土層観察等の結果、酷から北へ移動し、

最も北は 6世紀後半"'7世紀初頭である。また、出土

土器から川が理没したのは、 7世紀中頃と考えられる。

J11跡から出土した完形の土師器は、未使用のものが多

く内外面ともハケメが良くのこっている。高杯が一括

投棄された状態や、護@甑など 4個体が川臆に配讃さ

れた状態、で出土した。完形の須恵器も杯や高杯がJ11底

に多数配置された状態、で出土した。

川跡、の出土遺物には、人形などの木製祭舵呉もある。

人形の出土地点@層位は、 6世紀後半"'7世紀初頭で、

園内でも最古級と考えられる。この他にも、 5世総代

の下駄や黒漆塗りの木製馬呉があり、勢力の強い豪族

が存在した可能性がある。今後、周辺の調査が進むこ
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とにより遺跡 い。

川顕:兜掘状況(西から)

水路中の足跡群

の遺構が確認されている。

の実態が明ら

かにされてい

くだろう。

(長浜市教育

委員会丸山

雄二)

宮再選跡は、

過去の調査で

坂田郡街の第

二次郡街跡推

れている他、

近年の調査で

は縄文時代晩

期の貯蔵穴等

今回の調査では、平安時代末頃から鎌倉時代墳の掘

立柱建物跡群によって形成された集落が確認され、こ

れらの建物跡に伴うであろうとみられる井戸跡も 8基

検出された。また、調査地南端区では人、牛(馬か)

の足跡も多数検出され、東西と南北方向の運動性がみ

られることから集落端の運行路であるように考えられ

る。足跡の中には五指のうち三指が残る良貯なものも

みられたが、切り合いも激しく歩幅を確認できるもの

はなかった。これらの足跡は、ベースが探砂麗からシ

ルト系のひきしまったベースに変った所で穣認されて

いることから、ズリ足による変形、オーバーハング状

のもの、水の作用により形がくずれたものがあり、完

全なものはなかった。そして、この足跡の運動は当時

の生活用水路であったと考えられる溝に向いているだ

けでなく、この溝の下流部分(下水として利用された

部分とみられる)の中を歩いていることから、足洗い

の他簡単な作業に利用されたと思われる。

井戸跡においては、二段掠りになるもの、素掘りの

もの、瓦質羽釜を井戸枠に使用したもの、曲げ物を井

戸枠としたもの等々がみられる。また、井戸増土中よ

り魚具とみられるアミカゴ、箸などの木製品の他、千

匹をこえる昆虫遺体、役所的性格をうかがわせるスズ

リに転用された中世須恵質系土器、灰粘陶器の出土が

みられた。
りょうごんいん

検出遺構、出土遺物から;坂田荘(傍厳院荘)との関

連が考えられるが、今後の周辺遺跡の調査に期待した

在する。

拝戸吉墳群が
だけさん

ある獄山山麓

は、比良山地

の北端にあた

り北に鴨川や
第 3支群第10号墳測量図(関西学院考 安曇川が形成
古NO.8. 1987. 3より)

した沖積平野

が眼下に広がる。

今回紹介する第 3支群の測量調査は、昭和57年より

高島町教育委員会と関西学説大学考古学研究会によっ

て実施され、現在も調査継続中である。

第 3支群は総数日基から成りその内第10号について

は、昭和57年に鴻量調査が行われ、全長約25m、後円

部直径約20m、前方部幅約 8mを測る二段築成のi帆立

貝形古墳であることが確認された。つづいて、第 8号

墳の測量調査については平成 3年に実施され当初前方

後円形墳丘であろうと考えていたが、調査結果は長辺

約20m.組辺約18mの長方形墳丘で、二基の横穴式石室

が内蔵されている特異な古墳であることが判明した。

平成 4年度にあっては、第10号墳@第 8号墳以外の

古墳についての測量調査を継続中である。大半は、 10

数m前後の円形墳丘で、横穴式石室を主体部とする古墳

である。全体像としては古墳時代後期の群集壌である

この群集墳の構造については、まず初めに 6世紀代

前後に第10号墳の帆立貝形吉墳が盟主墳として造営さ

れ、つづいて 8号墳の長方形墳が造られた後に、両古

墳の周囲に小さい円墳が造基されていったであろう傾

向と提えている。時期としては 6性紀代に形成された

であろう。

なお、拝戸第 3支群の造基主体は、この地域が吉代
みお

三尾郷であり第26代継体天皇と関わりのある三尾氏族

の嬬据地域として推定されるところから、三尾氏族内

の事力家族が墓域として設定し群集壌を形成したと推

測する。今後これらの燈史的位置づけを中心に本報告

を作成したい。

白井忠雄)
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